静止画撮影で利用できる機能 


I 撮影前 


撮影前に(タニュ ー) を巧ずと、々の機能が利用できます。 
•デジタルカイラモードでは、「特殊撮影設を」の項目はありまだん。 


表示切替 

画面の表示を切リ督えまず。 （@ P .6-16) 

モバイルライト設定 

モパイルライトを利巧して撮影しまず。 （@ P .6-17) 

撮影サイス'設を※ 1 

撮影ずる静止画のサイズを設定しまず。 （@ P .6-18) 

画質設を X 2 

画質を設定しまず。 （@ P .6-18) 

特 

歹朱 

タイ7-設を 

tz ルフタイマーを設定しまず。 ( ii ^ P .6-9) 

連写設を X '3 

連写モードや連写スピードを設定しまず。 〔@ P . 目-11 ) 


フ レー ム設を*3 

画偉にフレームを巧けて撮影しまず。 Cii ^ P .6-10) 

設 

エフェクト撮影*3 

画面の装節効まを確認しなが 6 静止画を撮影しまず。 （@ P .6-11) 

疋 

ソフトフオーカス*1 

乂ール添巧しやずい静止画にずるかどうかを設定しまず。 （ ii ^ P .6-18) 


シ トッター 音設定 

撮影時のシトッター音を設をします。 （ ii 3" P .6-16) 

才 

プ 

シ 

3 

k 

已 X 

なをお式変更 XI 

静止画の保ちお式〔色数）を設定しまず。 〔@ P . 目- 19) 

登録巧 X 3 

静止画を登歸ずるフォルダを設定しまず。 〔 @P .目- 20 ) 

オート Ijtz ット設定 

モバイルカ方ラを終了ずるとき、設定內容をリたットずるかどうかを設 
定しまず。 （ Q ^ P .6-20) 

定 

ち 5 つき防止 

堂光灯下での撮影で、しま模様が出るときに設定を変更しまず。 

僧 P .6-17) 

データ消去 

V 302 SH 巧の静止画を消去しまず。（陣 P .6-22) 

キー操作ガイド 

現をの撮影モードで利巧できるボタン操作を画面表示しまず。 （ D : 署 P .6-20) 

巧るさ設定 

巧るさを調整します。 （@ P .6-18) 

カタラモード選択 

モバイルカイラの撮影モードを設定しまず。 （ D ^ P .6-20) 


X 1 写乂ールモードで、利用できまず。 

X 2 壁紙モード/デジタルカイラモードで利用できます。 
X 3 写乂ールモード/壁紙モードで利用できます。 


最影直後（静止画登録前） 


撮影直後（登録前）に(ィニュ ー) を巧ずと、々の機能が利用できまず。 

■写夕ールモード/壁紙モード 


表示切替 

画面の表示を切リ誓えまず。 （ o ^ P .6-16) 

保なお式変更 X 1 

静止画の保ち形式（色数）を設走しまず。 ((®" P .6-19) 

画像編集 

撮影した静止画を編集しまず。 （@ P .9-12 〜 P .9-19) 

西質設を X 2 

画質を設定しまず。 （@ P . 目- 18) 

登歸先 

静止画を登録ずるフォルダを設走しまず。 ((®" P .6-20) 

乂ール添巧 

撮影した静止画を^ールに添巧しまず。 （@ P .6-22) 

アドレス帳登歸 

撮影した静止画をアドレス帳に登歸しまず。 （@ P .6-7) 

データ消去 

V 302 SH 内の静止画を消去しまず。 （@ P .6-22) 


' X 1 写乂ールモードで利用できます。 
城 壁紙モードで利用できます。 


A カタラ機能 
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■テジタルカタラモード 


D 表示切替 

画面の表示を切リ誓えまず。 （@ P .6-16) 

曰サムネイル登歸 

サムネイルだけを登歸しまず。 （ ii ^ P .6-7) 

目 It ムネイル 90 度回転 

サムネイルを 90 度に回転して表示しまず。 （@ P .6-7) 

田画質設定 

画質を設ましまず。 （@ P .6-18) 

己化ネイルタ-ル添け 

サムネイルを方ールに添付しまず。 （@ P .6-24) 

己データ消去 

V3 日 2SH 巧の静止画を消ましまず。（陣 P .6-22) 


它ルフタイ7—で撮影する _ 

静止画や動画の撮影に、 t ルフタイマーを利用できまず。 


写:^^ールモード 

〇 

壁紙モード 

〇 

デジタルカ乂ラモード' 

〇 

アクションスナップモード 

〇 


下の操作は、 P .6-7 操作2の静止画撮影前、または P .6-14 操作1の動画撮影前の状態で 
行いまず。 

■お買い上げ時には、「タイマー OFF 」 に設走されていまず。 

I (タニユー）を巧す。 

•デジタルカ乂ラモード/アクションスナップモードは、このあと操作 3 へ進みまず。 

ク「田特殊撮影設を」を選び、 （§) を巧す。 

3「タイマー設を」を選び、旁)を押す。 

■ タイマー動作までの時間変更（お買い上げ時「10巧」）： 「日時 間設を」選択 ♦(§)♦ 
時間選択♦旁 

4 「 n タイマー ON 」 を選び、度)を巧す。 

「'を」が表示され、タイマーが設定されます。 

■ tz ルフタイマーの解除： 「 n タイマー OFF 」 選択 ♦(§) (操作完了） 

1 ^ 画像を画面に表示し、令)を巧す。 

タイマー音が鳴口、タイマーが動作します。 

■設走した時間後、静止画を撮影したときは撮影後の画像が表示され、動画を撮影し 
たときは録画が始まリます。 

•タイマー動作中®を巧ずと、その時点で撮影され、タイマーは解除されます。 
■撮影の やリ直し：タイマー動作中に(お消） 

■タイマーが醉除されないまま、撮影できる状態に戻リまず。 

b 静止画を登録する 

n 静止画を登歸するときは、を巧す。 

タイマーは解除され、适常の静止画撮影画面に戻口まず。 

動画を登録する 

n 撮影を終下するとさは、度)を押す。 

曰動画を登録するときは、「 II 登録」を選び、度)を押す。 

タイマーは解除され、通常の動画撮影画面に戻リまず。 


^ 力乂ラ機能 
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I (タニユ ー) を巧す。 

2 「□特殊撮嚴設定」を選び、を巧す。 

3 「曰フレーム設定」を選び、度)を巧す。 

4 あ6かじめ登録されているフレームを利用する 
nrii 固をフレーム」を選び、を巧す。 

曰フレームを選び、を押ず。 

選んだフレームの巧いた画像が表示されまず。 

■ フレームの変更：巧（前へ）/咳（巧へ） 

曰を巧す。 

オソジナルフレー厶 を利巧する 
n 「因オリジナル」を選び、を押す。 

■フレームに利用できない画像は、選択できまだん。 

曰フレームを選び、を押す。 

選んだフレームの巧いた画像が表示されまず。 

■ フレームの変更：く复 I (戻る）♦操作凸からやリ直ず 

曰を巧す。 

•壁紙モードで、横12 Ox 縦160ドットよりも小さいフレームを選択ずると、フ 
レームはお大して表示されます。 

フレームを解腺する 
n 「目 OFF 」 を選び、度)を押す。 

5静止画を撮影する。 

■静止画の 撮影でま： o ^ P .6-7 操作 3 W 降 

連写モードで撮影ずると、ずべての静止画にフレームが巧きまず。 


/カタラを終了するときは、巧す。 

# •タイマー動作中に着信やアラーム動作があると、カイラは終了しまず。このとき、夕 
イマーは瞄除されまず。 

■タイマー動作中は、巧の操作はできまだん。 

■ 0 月るさの調整、モバイルライトの点な、撮該モードのをま、撮該サイズの切替 


静止画にフレームを付けて撮影する 


写ールモード 

〇 

壁紙モード 

〇 

デジタルカ/ラモード 

X 

アクションスナップモード 

X 


•ボータフオンライブ！などで入手した画像（透過 PNG お式の画像）も、フレームとして 
利用できまず。 

• iU 下の操作は、 P .6-7 操作2の静止画撮影前の状態で行います。 


カタラ機能 
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画面の装飾効まを確認しなが 6 静止画を撮影する 


写;ールモード 

〇 

壁紙モード 

〇 

デジタルカラモード 

X 

アクションスナップモード 

X 


■フレーム撮影 （ ii ^ P .6-10) とは併用できまだん。 

•ソフトフォーカス （》^ P .6-18) を 「 ON 」 にしていても、エフェクト撮影で撮影した静 
止画に効果はありまだん。 

下の操作は、 P .6-7 操作2の静止画撮影前の状態で行います。 

I (タニユー）を巧す。 

ク 「□特殊撮影設定」を選び、 （§) を巧す。 

1「田エフェクト握影」を選び、を巧す。 

4 「 DON 」 を選び. （§) を巧す。 

■エフ ェクト撮影の解除： 「目 OFF 」 選択 ♦旁 （操作完了） 

装飾の種類を選び、旁)を押す。 

■ 装飾の種類変更：くを!（前へ）/ I ち）（巧へ） 

ろを押す。 

7静止画を撮影する。 

■ 静止画の撮影ちま： ii ^ P .6-7 操作 31 U 降 


静止画を連続して撮影する 


写;^ールモード 

〇 

壁紙モード 

〇 

デジタルカ方ラモード 

X 

アクションスナップモード 

X 


撮影前に連写モードを設をしておくと、静止画を連続して撮影できまず。 

■連写モードでは、1枚目のシトツタ ー(®) を巧ずと、あとは一走間隔で自動的に巧口 
の回数分撮影されまず。 

■連写モードの種類と利用できる撮影モードは、巧のとお口でず。 


連写モード 

概 要 

写乂ール 
モー ド※ 

壁紙 

モード 

4巧連写 

4枚の静止画を連続して撮影し、4枚の静止画と 
分割画像を作成しまず。 

〇 

〇 

9枚連写 

9枚の静止画を連続して撮影し、9枚の静止画と 
分割画像を作成しまず。 

〇 

〇 

25枚高速連写 

2己枚の静止画を連続して撮影し、2己枚の静止画 
と分割画像を作成しまず。 

〇 

X 


乂 保をお式を、 JPEG お式にしておいてください。 （@ P .6-19) 

• 4 枚連写/9枚連写では、設走した回数分シ トツターを 巧ず 「マニュアル」 に設定する 
ことちでぎます。 

下の操作は、 P .6-7 操作2の静止画撮影前の状態で行いまず。 

I 咳> (タニュー）を巧す。 
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2 「 E 1 特殊撮嚴設定」を選び、を巧す。 

夕「目連写設定」を選び、を巧す。 

I ■連 写スピードを変更ずる（お買い上げ時「普通」）：「連写スピード設を」選が♦旁 
♦スピード選択 ♦® 

4「114慨産写 ON 丄「目9枚連写 ON 丄「日 25 巧連写 ON 」 （写夕ールモー 
ド） のいずれかを選び.を巧す。 

■ 連写モードの解陆： 「 OFF 」 選択(操作完了） 

K 画像を画面に表示し、 （ JD または令)を押す。 

設定したスピードで連写撮影されまず。 

■手動（マニュアル）で撮影するとき （4 枚連写/9枚連写）は、巧口の回数分操作5 
をくリ返してください。 

■ 連写の中止：連写撮影中にみ（停止） 

■連写スピードを「速い」にしているときや、25枚ま写撮影では、 

■中止前に撮影した枚数分の連写画像の登録：上記操作のあと® 

■ 連写の取ミ肖（マニュアル時）：くを I ( 取消） ♦「 DYES 」 選択 ♦ 

(途中まで撮影した画像はミ肖去されまず。） 

6連写が終われば、分割画像が表示される。 

■ 連写画像内の静止画の確認：© 

■ 連写画像内の静止画を1枚ずつ登録：© (画像選択；分割画 
像も可能）タニュ ー) ♦「己表示画像のみ登録」選択 ♦(§) 

■連 写画像内の静止画のタールを信：©♦咳）（イニュー） ♦ 

「表示画像のみ添付」選択♦旁 

(画像サイズによっては、選択乂ニューが表示されまず。） 

7^画巧を登歸するときは.令)を巧す。 

分割画像と設定した回数分の静止画をまとめた連写画像が登録 
され、連写モードのままで、元のカイラモードに戻りまず。 

タ カタラを終了するときは、靖を巧す。 

# ■暗い巧で撮影ずると、明るい巧で撮影ずるよリも連写スピードが遅くなることがあ 
11すず 

■モバイルライト点な時は、連写スピードが遅くなることがあリます。 


■撮影直後に利用でまる機能 

画像登録前に(タニュ ー) を巧ずと、々の機能が利用できまず。 


表示切替 

画面の表示を切リ曽えます。 （@ P .6-16) 

表示画像のわ登録 

撮影した静止画を選んで登録しまず。（ 113 =上記） 

西質設を X ' 

ノーマルまたはファインに設定しまず。 （@ P .6-18) 

表示画像のみ添巧 

撮影した静止画をイールに'添巧しまず。（@上記） 

データ消去 

V 302 SH 巧の詩止画を消ちします。 （@ P .6-22) 


X 壁紙モードで利用できまず。 


操作できまだん。 



4枚連写の》割画像 


A カタラ機能 
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